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ですかヽ４月１３日の幹事会までにｉ新年度

●幹ijしの選出、報告をお願い致Ｌまオ、

　　　

今後、総会関係のお知らせｒついては、そ

　　

のつど、連絡文章を流しますので、よろＬく

　　

御確認下さい．

　　　　　　　　　　　　

釧腎会事務局

　　　

丿楽しかった日帰り温泉旅行丿

　　　　　

林田クリニック

　

斉

　

藤

　

昭

　

作

　　

去る２月2 4 a(R)の日帰り温泉旅行ひこ参加

　

しての感想をひと言、
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バスの中でのクイズで賞品をもらったり、つ
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ったＬヽ温泉には４回も入ったし、あれで豚
●Fをおかわり出来れば申し分がなかったけれ

　

どヽ体電オーバーの事を考えれぱ･あれ位でよ

　

かったのかね。

　　

料金もチョットで済んで、帰りのおみやげ

　　

ｆ礦茶ようかん」は本当にうれＬかった。

　　

今後共、（日帰!）温泉旅行」位の企画をた

　

ぐさんやって欲Ｌいと思う。

　　

日赤の長岡さんはじめｒ日帰り温泉旅行実

　　

行委員会」の皆さん、本当ｒごくろうさまで

　　

した。
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生活ｒも欲が出て来るだろうｃ●=〃へで心一日

置(･こしか出来なくても、同じ考えの人が二人

でなら交替に続けられる。等々､活に花が咲･jl

た。

　

こうい･う事は一人では出来なくても、町友

会が窓口になり、斡旋してもらえはと云う事

愕たった次第である。

　

次にもう一つの話。

　

それはＣムＰＤ(持続的腹膜カン流Ｊの夢

だ。全道的4･こ３０人弱の人がこれをや･rンてい

ろと駁近聞Qりた。それて、それらの人々ｒ聞

かえけれぱわからない事だが、導入の動機、

結果、透析との違い、日常のくらＬ、結果的

に良かったか、悪かったカ1‘゛‘･゛‘？。これらの

事Ｚついてぜひ知りたいと思う。いつだった

か腎友会でこの講習会みたいなものがあった

が、機会があれぱぜひもう一慶閃いてみたい。

今、現実に市立病院でそれを行っている患者

さんがおり、経過が良好であるのを知らされ

るｒつけても、自分でもやってみたいと云う

思いにがられる。透析の５時間と云う拘東時

間から離され、食事の制限も解かれるだけで

も大のｒミカある話ではｰないだろうか…？。

透析ｒ変る液の交替等の手数、用具時間等も

ちろんあるが、それを全部差引いても、ぜひ

試みても良いと思うのは私だけだろうか。
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ｃ心局開設２･乍目でべ手も少なく忙がしか

リヒｊあるﾄに､戦呪をひ･｡4てｖ･たのでしこう

・、会赳:でとても身体がだるかｰﾂた。熱を計

　

てふると４∧変もあら・忙がしいので仕事

　

銑けてぃたが、我饅でき４くなり近くの内

･医ぷ:診てもらった(３月１９口ｈ

診察０結唄ｙ急性胃炎ｊとわかろ。先生か

・ｆすぐ人院して安節にしてぃなψ･と将来廃

､同様g71か、透析をしなくちや社会復帰が

;可能ｒｔるよｊと含われた様ｒ記憶Ｌてぃ

・もちろん血圧も高くシ、ヅクであった。

同年４月ぽ結婚式を挙げる事になってぃた

で入院するのを渋っていたが、親ｱ1どと話

合いの末、４月１日ｒ入院した。５日ｒ一

病院を抜け出し、翌６日。帯広で式を挙げ

露宴も盛大であった。新婚旅行も行けずに

院ｒ戻!）、５月末まで入院・その聞ｒ絶対

破にμ」と言われていたが、友人がｒ暇そ

だから、これやりなが」とジグソーパズル

持って来たので熱中した。

６月１日～９月３０日１で、自宅療養しな

ら通院Ｌていたが、身体の調子がすぐれな

ので、病院を変え日赤病院（三輪先生）で

察してもらう。すぐ入院で１１月末まで。

ケ月入院した。

その後、５５年２月まで（約５年）会社に

り、動務しながら通院。

その聞、会社で野球チーム等をつくり、過

な運動で汗を流Ｌた事も、毎度の事で、酒

浴るほど飲んだ時もある。「塩分も控え目

」と言われていたが、結構「しょっぱ･４」

z〕を食べていた。もちろん血圧も高いｏ

吟ｒは、鼻の血管が切れて病院ｒ駆込み、

を止めてもらう・そんな訳で生活も乱れて

た。
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!j t '-^2 hi、戚どをTへ’｀･てニiこそヽ体んだ、

　

そ０うち何を食べても”、ぺ｀･吐で.1ように

なり、３月１日病託に行-ヽたこ葡炎をおこし

尿毒症も併発L.ていて、尨.冬の状態で入院と

なる。翌日より急激に悪ぐな

中七は観・兄弟が帯広ふら来

りはじめ、真夜

でいた、

　　　

その時わたしは、トこの１ま死んで行くん

　　

だ尨アｊと思ったか、死の恐怖略など全く71

　　

く、気持が良かったのを覚えている。後から

　

聞いた話では、ｆゴンズイ状態に入ってｖ・き

　

このままの状態では死ぬかもＬれな･４ｊＪと

　

先生ｒ宮われ、女房も心細くなり、親に連絡

　

したそうです。

　　　

それから、下襲部にｒ針ｊを剌し、腹膜カ

　　

ン流のはじ唾りだった。始めた頃は８時間も

　　

の聞、４０００〔ｌ〕のカン流液を入れて出して

　　

入れて出しての繰り返しでヽとても辛かったっ

　　

２週間後、左手にシャントをつくり、いよい

　　

よ３月２５日より、私の透析が始まった。

　　　

受けつけなかった食事も、身体の回復と共

　　

ｒ少しずつ食べられる様ｒ71り、寝たきりで

　　

歩けなかったが、歩けるようｒｔつた時はヽ

　　

嬉かった。なｒよりも嬉かったのは、ずっと

　　

付き添ってくれてた女房が、家ｒ帰れる様ひこ

　　

なり、帯広の実家ｒ預けておいた２才８ヶ月

　　

ｒｔる娘が、戻って来て会えた時だった。そ

　　

れから退院まで毎日の様ｒ面会ｒ来てくれた。

　　

食事指導も終え、５月２５日より通院透析と

　　

カ:り、６月より勧善したが、７月１１日血清

　　

肝炎の為、２ヶ月の入院となった。

　　　

その後、１０月まで会社ｒ笏めたが、とう

　　

とう解雇された。失業保険で暮らしていたが

　　

保険が切れる頃、子供を保育園ｒ預け、女房

　　

が働砕てくれる事ｒなり、私も収入を得なき

　　

ゃ;ならないので、翌年（５６年）デザイン業

　　

で自立してみたが、一日おきの透析では、納

　

’期ﾌiどの問題があ!）断念した・

－３－
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ｉｂ？年２町、帯広時代からのデザずいり

師匠であった人が、恋々;S生目で軌道にのう

てき､し､勺で、伝ご湘をｰかけてくれた。それ以

来、今EJまでａ世話ｒたっている。もちろん

給料は:にまでの半分であるが、好きなデザイ

ンフj」仕1;を出来るのだから文句は｀ない。

　

透り生活も３月２５日で満５年（でなる、透

術を砥めた頃、２才６ヶ月だった娘も、今年

小字２年生。透析のおかけで生きられ、子供

の顔を見ていられるとａう事が、何よりも幸

福である。

　

先輩后町患者たちは、自分たちでお金を払

い、お金の鮫か･なV^'.^.Sたちは、透析も受け

られず死んで･／1つたそうです。今の私達は、

恵まれています、これも、先輩透析患者及び

各関係の方々の恩恵を受けています。感謝し

なければならな･､･･でしょう。

　

一人の力では何も果せません。今１で恩恵

を受けた分、腎友会などに参加して、自分の

ため、そして、これからも増えつつある患者

のためｒも、微力ではあるが、頑張たい。

　

最後になってしまいましたが、透析５年、

先雀をはじめスタンプの皆さん、いつもあり

がとうございました。そして、１０年間私の

ｒ力』とｱ1りｒ支えｊとなってくれた女房。

ありがとう………/｡/。同じく娘よ、ありがとう

………/｡/o皆様方には、これからもお世話忙な

ることと思います。よろしくお願のします。

　

今の私は、とても「しあわせ」である。

　　　

協立居涜に反･つて。

　　　　　　

協こ病院

　

Ｆ･

　

ｒ

　

--

　

ｽﾞ

　

皆ぷん一手ドレにご鴨涜｡､しl.ゴヤごｘ≒……_

　

昨年のユこづぐ七丿ﾆﾍﾟこ、砂心ｊいご犬りしべ

からもら３-ヶ弓紅ちｊしたので、二分尚即巳

病状とか心､凌、詞麓4･こ対する卒1二々ふ息みを

乱の向くｌｙこ綴ってみｊした、

　

まず第一七感した事と云えご、７､りノフの

皆さんが大変親切だ、と云う事である。ス々

ツフの方々にしてみれば、当り前なのかもＬ

ねない。ＬかＬ、弘としてみれぱ、病気とか

食事の筝、または私生活の而でも何かと燈

なこ乗ってくれそうなのである。昨今の病院は

とかく儲る事ぽかり考えている様々が、これ

から医療に係るﾉ、達は、病気を直す事だけ

なく社会復･啼への意献を掻立てる映な治蜃姿

勢が要求されると思う・

　

次に透柝機械の事であるが、これも私にと

って大変な驚きであった。タイプライザーと

いう機械は、今では当り前なのかもしねたい

が、以前治療を受けていたコイル式とは比べ

ものｒならない位性能が良くて、２００近くあ

った血圧は１４０位に下がIり、また検査データ

も除々に良くなって来た。医学０進歩と云う

か、単なる延命の時代から、社会復帰-ヽの移

項が容易に々つた現在は。私達透祈患者にと

って大変有難い事である。そして、夜間透析

という事ｒ成れぱ、もう完全に社会復帰が可

能な状態になると思う。幸ｇして現在の私の

体調は頗る快調で精神的忙も肉体的ｒも自信

満々である。

　

然るに労働意欲も沸上がり、この２月から

邁蓬阿寒町から釧路へと毎日仕事に来ている

のである・食事は水分制限を重点的に行って

いるがヽあとは殆んど無制限ｒ近い状態（病

院からは注意されている）で、質と量のバラ

ンスを保つ様に心掛けているのである。

昨年から今年ぽ:かけて病院を変つたという

は、私にとって大きな転換期であり再出発

の礎となった。日本史ｒ例えるたらぱ、大ｲ

の改新、又は明治維新ｒも匹敵する様な大き

－４－
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｡･私の透析生活・一年をふりかえつて｡

　　　　　　　

通東勤医協・釧路協立病院

　　　　　　　　　　　　

宇

　

井

　

美

　

江

　

寒さのきびしかった釧為も、このところ少

しずつ春の兆し１みせてき！した。

　

太陽の光がだんだんと温さを増してくるよ

う:こ私の仙の内Ｚも元気な力が満ちてくるよ

うな気がいたＬｉｆ。

　

ふりかえってみ１すと、旱９もので人工透

斤をはじめて１年？ヶ月、ｉ立病院へむ世話

てなって１年余りたちました。

　

６０余年、4一勝ですごした私､てとって、人

Ｅ透析とＶ･う耳新Ｌい治繋を我身がIうけ々け

ｉぱならなくなり、それによって、となり街

とはいえ、漁業の街釧路へ移ろうとは夢にも

ｇつていない･ことでした。

　

田舎で老夫婦０んびりぐらしていたのが、

ｌｸこ大きな歯瞰ｒのせられたような気ぜわＬ

り時をすごしてきたおもいです。

　

昨年の正月五日、協立病院へ転院してくる

頁は「遺言を用意すべき時」と覚悟しており

ました。

　

体力の消耗もはげしく、回復できるものか

どうか、全く自信がもてたい状熊で、周りに

もずいぶんと心配をかけました。

　

娘夫婦の強引ｔ説得で転院したわけですが

＆院第１日目からｒこんな病院生活もあった

りか」と思うほど快適な日を送らせてもらい

ました。

　

適切71処置はもちろんのこと、患者にとっ

て:周りの環境も治療ｒ大きく効を奏してくる

６のです・

　

諸先生はじめ、看護婦さん、職員の方々が

一丸とたって親身ｒ接してくださる、その温

きは今も変らず私を支えてくださっています。

　

温さと言えばほとんど食事もとれず最悪の

沢態のとき、調理室から直接、あつあつのお

外ゆを届けていただきました。

　

ふうふうtiいながら食べた、あ０おいしか

ｰ）た測さも一生忘れ々いことと思･｡4ます。

１
ｔ

に

が嗣．

;几乙Ｓ肖も軌逆1･ひＺ)り、体力も序々lie

々昨乍四Eに待望の退院が許"f'f -^tlt

　

私巴ソtE再円発乙jsごで寸、ちょうど孫も

･jヽ７沁･ヽヽぺ学ずろどｙヽう希篭のふし目に半年

余りの人院生活から％紋された喜ひは、含い

あらわＬようがなりほどでした。

　

それからー乍近く、孫もせりせと学校へ通

の、私も一口おきにせっせと透附をうけｒ適

っておりさす。

　

孫たちと暮らやことが夢だった私Cてとつて

時には騒しいまでｒ元鼠な二人の舞応かこま

れて平穏な日々を送っておりｉす。

　

病院へでかける寒い朝、二歳半の孫が、ま

わらない□でけんめいｒｒいってらっしゃい

またきてね』と送り出してくれます。

　

厳しい寒さで凍てつく手足もこの一言でや

わらぐような気が４たします。

　

周りの多くの人はｒ一生透析とは気の毒『

……ｊと私の身を案じて言ってくれます。

　

しかし、今の私は不安が全くなのといえば

うそVてたり１すが、一日おきの通院も仕事と

おもψ、はりきってでかけていますし、家『

いるときは気ままに家族の者の･ヽンテン作り

や、ぐつＦあみｱiど充実した時をすごしてい

ます・

　

めまぐるしかったこの一年を無事通過した

ことによって、得られた体験を力として、こ

れからのÅ､生に大きく役立たせていきたりも

のと考えています。

　

今後も多くの皆様にお世話になりまずが、

よろしくお願のいたＬます。

－６－
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タテのカギ

①７りレニＯ 、１だあした．バお別れの

　

とばでず）

②クシー・知力べこ．エガに､､.･しいT八卜‘､から

今皿２皆さんから解答を

　　

つと引と上けてぷ.’
ごいい･jで叫係者もﾆﾆｺここ=り？。

　

③;’叫弟ちｔんの曲がベスl･テッに乙こＯ

7 Ｓ.JJヽtろしへ二･応募T･ｇ･y･ね．当選さ　　れたわよ//
■

しか,ＪトjJのなｔです，1イめでとうござい④j･ クイズです.:■}■'レミフ７の次は

ト･

　　　　　　　　　　　　　　　　　

かＪ

　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑤７Ｃここらしに温泉でも行くかあ

　

二両古名

　

衝ヽ烈り辺タ萍うぢ光ｆＬべ､、今村ツヤ珊芯ん

岡本芳彦６ん、瞳田珊そ芦ん、渡辺文ｆさん

　

叶円いjユニークの邸達千代子さん、荒藤午

でん、多蔀康行ざん、林喜久雄さん。

　

略述病院０字蔀美汀さん●●●●●●●･●●●●以上１０

名の方々、

　

残念ながら当選されなか乙･だ皆さん、次号

の当選発表1こ期待を/｡らそれにはまず、腕応

募下さいね。

　

皆さんからの感想などもお聞かせ下されぽ

幸いです。編集部あて、お便りを……。

　

さて、今月号の問習を出題Ｌます。

　

透析Ｌながら皆さんで解いてみて下で1い・

むづかしくないと思い１す。楽Ｌんで下さい。

こ'応募お待ちいたＬますo '･‘'･‘Q

　

(抽選でＥ解の中から１０名の方ｒ記念品

附呈します几

　

解芥宛先……l‘釧路市新富明１の７・祐田

々リニツタ内・釧匈会事･諮局編集部ユこ郵送

父ぱ、心病淀幹事ｊんへ下砲へ記人の上お渡
し下ｊい。

　

が'切は４月３０Ｈですっ

　

Ｅ解・当選発表:こ次号i‘たんちょらご。

‥‥‥‥‥‥ti7 取

　　

線…………

４月号ｒたんちょう。。パズル
答二□二口二

　

です

　　　　　　

･㎜W－

病院名

氏

　

名

よT)み

/./j

⑥]r機敏－１４･：での・レーう－ｊ

⑦ｆゆうベカ十Ｃによ,にあっち！,つたガソ

⑧ｆ戦斗エフ．カレート，ＯＣＣとイラクｊ

　

φヨコの力か

①７春から.劉こ咲くヒ'ンクのし･しｋ)００ｊ

⑨ｒコンｉ一卜応後のこここを楽しむｊ

⑩r ooooc花にはトゲがあるμＪ

⑩ｒ英語で夜のことをC几でヤｊ

⑩ｒうつくＬい(ににはトゲがあるがｊ(く

　

番のカギに似てマスが？Ｊ

⑩ｒ藤のイスはあちらのことばで○ご○の

　

スつて言い１すわがｊ

⑩ｒ透析患者さん、ＣＣｊを貯めない様ｒき

　

んとお薬を飲んで下さい孚､･か』

　

今月号のヒント……ｒそろそろ出かけた

時明にたり1 1.たね.1.
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辺IE地方１雪が消え、本格的な春の到来で

'i-i:.^I-:゛;会も５月１９日旧･の範I会Cてむけて

品発;･こ動.･ております．

　

負恥の皆さん4､β外ｒ出て散歩Ｌだ.り、近

くの山影･へ、ｒふきのとう

　

トy゛イヌねきご

フセリ．．うど.lrたら/いijぞの山.ことり

.じ出ひけてみてほいかかでし１うか.、

　

三昌二j皆さんからの行楽回報や計画などIを

男臭ぶ;までお鼠軽Q･こお知らりＦさい．

　

次廿:こ､まｒ楽しい行楽のかｖ･出／を特集し

てみたいと考えており１す．

　

:叉ご1の皆さんで、作り霞こる機関紙ｆたん

ｊ．．へ

　

．原りをお待ち鳶t.てむりま々、
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